
水道管の凍結・破損を防ごう！
　気温がマイナス４度以下の厳しい寒さになると、水道管が凍結し、水が出にくくなったり、水道管が破裂するこ
とがあります。特に屋外で水道管が露出している部分や給湯器などの凍結、破損が起こりやすくなっています。
　寒波の到来に備えて家の周りの水道管を点検し、早目の対策をとりましょう。

・露出した水道管は、保温材で覆い、ビニールテープを巻いてください。（保温材は市販さ
れています。）

・屋外の蛇口は特に凍りやすいので、毛布や布などで覆い、その上からビニール袋をかぶ
せてテープを巻いてください。（毛布や布がぬれると逆効果になるので注意してくださ
い。）

・長らく家を留守にする場合は、水道メーター横の止水栓（※）を閉めるか、
　水道局に中止届を出してください。

　水道管が破裂したときは、応急措置として、まずメーターボックスの中にある止
水栓（※）を閉めて、指定給水装置工事事業者（裏面参照）に修理を依頼してください。

　水道管が凍結したときは、凍った部分にタオルをかぶ
せ、その上からぬるま湯をゆっくりかけてください。直
接熱湯をかけると破裂する恐れがあります。

①蛇口をすべて閉めてください。

②水道メーターのパイロットを確認してください。

③パイロットが少しでも動いていたら漏水しています。止水栓（※）を閉め、
指定給水装置工事事業者（裏面参照）に修理を依頼してください。

○宅地内の水道管等（給水装置）はお客様の管
理になります。凍結破損事故を防ぐため、家
の周りの水道管を点検し水道の凍結防止を心
がけてください。

○宅内の水道メーターから蛇口までの間で漏水し
ているときは、指定給水装置工事事業者（裏面
参照）に修理を依頼してください。

○宅内の水道メーターから道路側で漏水してい
るときは、水道局まで連絡してください。
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（※）止水栓を閉めたあと蛇口を開け、水が出ないことを普段から確認してください。水が出るようなら止水栓が
　　壊れていますので、水道局まで連絡してください。
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お客さまの財産であり、お客さまが維持管理を行う範囲です
（水道メーターは除きます）

給水管（給水装置）はお客様の所有です

道路部

配水管
（水道局所有）


